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日  時：令和 2年 7月 2日（木）18時 30分 ～20時 00分 

場  所：金屋地区他多目的集会施設 

対象地区：金屋 

参加人数：25名 

 

■要望、質疑応答 

内   容 

〇有害鳥獣駆除隊について 

（市民から） 

 有害鳥獣の駆除を実施するメンバーは猟友会が多くを占めている。免許の更新や猟銃

の維持管理には費用がかかるということや、メンバーの高齢化、入隊者の減少もあり、活

動の継続が困難となっているようである。市ではどのようにサポートしていくのか。 

  

（市から） 

・狩猟免許の取得費用を助成する事業などを行っており、今後も続けていきたい。 

・有害鳥獣の駆除は平川市鳥獣被害対策実施隊が行っており、市からの補助を受けて活

動している。実施隊に所属すると、活動に応じて報酬が支払われたり、狩猟税が免除さ

れたりする。実施隊は猟友会が主体となっており、猟友会へのサポートは今後も考えて

いく必要がある。 

 

〇平川市すこやか住宅支援補助金について 

（市民から） 

 「平川市すこやか住宅支援補助金」については最近知ったが、十分には周知されていな 

いようなので、住宅を建てる業者から情報提供されるような仕組みにしてほしい。また、 

結婚して２年以内という要件もあるようだが、２年で家を建てるケースは少ないように 

思われるので、５年以内に緩和してほしい。 

 

（市から） 

・補助金については業者にも毎年周知を依頼していて、業者を通じて申請に来る場合も

ある。 

・新婚の世帯を対象にしようという意図で、結婚後２年以内という要件を設けた経緯が 

あるので、ご理解いただきたい。 

 

〇弘前大学との共同の事業について 

（市民から） 

弘前大学との共同研究の状況について教えてほしい。市民参加型のワークショップを 

開催するとも聞いたが、どのように開催しているのか。 
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（市から） 

・弘前大学との共同研究は何件か進めているが、ご質問のものは未来の担い手発掘・育 

成・支援事業ではないかと思われる。将来的に地域に関わり活躍していく人材を育成す

る事業で、講座やグループワークを行っている。 

 

〇尾上分庁舎の活用について 

（市民から） 

尾上分庁舎の今後の活用については、どのような方針で検討しているのか。 

 

（市から） 

・様々な案が出されており、弘前大学の先生方と市役所の若手職員が一緒になって検討 

している。今年度は市民を加え、意見を聞きながら検討を進める段階になる。 

 

〇ねぷた運行団体への補助金について 

（市民から） 

今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で平川ねぷたまつりは中止となったが、ね 

ぷたを制作した団体への補助金をもらうことができて、とてもありがたかった。 

 

（市から） 

・今年のねぷたまつりは中止となったが、すでに経費が発生している団体もあり、少しで 

も支援したいということで、補助金の支出を決めた。来年こそはねぷたまつりを盛大に

開催したい。 

 

〇町会活性化事業奨励金の使途について 

（市民から） 

町会活性化事業奨励金の使途として、納涼祭、雪対策、リーダー育成研修会、町会組織 

への加入促進、新型コロナウイルス感染症拡大防止といった項目が挙げられているが、地

域住民の健康づくりや、町会独自の子育て応援資金という使い方はできないものか。 

 

（市から） 

・町会活性化事業奨励金の趣旨からすれば、地域住民の健康づくりや町会独自の子育て

応援資金といった使い方も可能かと思うが、詳しくは担当である企画財政課に相談し

てほしい。 

 

（市民から） 

市では「すこやか子育て特別給付金」を支給したとの記事を見た。五所川原市では出産 

祝金の支給対象を第１子からに拡大するなど、他の自治体でもさまざまな動きがあるよ

うであるが、平川市では実施する予定はないのか。 
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（市から） 

・市で実施している「すこやか子育て特別給付金」は、今年度出生しても、基準日に合致

しないために、国の特別定額給付金が支給されない子どもに対して、同等の給付金を支

給しようという事業である。市の出産祝金は第３子以上を出産した場合に３０万円を

支給している。第１子からひとりにつき１０万円を支給してはどうかという案も出て

いるが、状況が許すのであれば３子以上出産してほしいとの考えから、現在の条件で実

施しているので、ご理解いただきたい。 

 

〇自主防災組織の備蓄について 

（市民から） 

 自主防災組織で最低３日分、推奨１週間分を災害用に備蓄する旨が記載された資料が 

あるが、どのように対応すればいいか。 

 

（市から） 

・内容を確認して、総務課から改めて回答する。 

 

〇文化財を活用した平川市の魅力の発信について 

（市民から） 

 尾上地域には、国登録有形文化財である農家蔵や、盛美園、猿賀神社、猿賀公園がある。 

例えば、景観や文化の地域資源を有する地域の活性化を目的としたNPO法人「日本で最 

も美しい村」連合という団体があり、近隣では弘前市の岩木地区も加盟している。尾上地 

域は十分な地域資源を有しており、加盟の要件は満たしているので、こうした団体に加盟 

することもできるのではないか。地域資源を活用して平川市の魅力を発信し盛り上げて 

いくことを検討してほしい。 

 

（市から） 

・貴重なご提案をいただいたので、今後どのように活かしていくかを考えていきたい。 

 

〇特定空家への対応の進捗状況について 

（市民から） 

金屋地区に特定空家があるが、どういった対応をしているか、進捗状況を教えてほし 

い。 

 

（市から） 

・現在は、緊急安全措置を実施するため、所有者と連絡をとって手続きを進めている。 

 

〇高齢者スポーツ大会の実施について 

（市民から） 
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 市の老人クラブ連合会の役員会で話題になったが、市の担当職員から、新型コロナウイ 

ルス感染症の影響で、今年度は高齢者スポーツ大会が実施できないと伝えられたとのこ 

とだった。それは施設を利用できないためか。 

 

（市から） 

・現在は施設の使用は制限していないが、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、５

月中は施設の貸し出しを制限していた。６月１９日以降、３密を避けるなどの対応をし

て使用していただくことができているので、改めてスポーツ課に確認していただきた

い。 

 

〇空家への対応について 

（市民から） 

 個人が所有する住宅は、強風で壊れる場合もあるし、耐震強度などが確認できていなこ 

とも多いと思う。強度が不十分な建物に居住している方に、空家を提供することはでき 

ないか。 

 

（市から） 

・空家の利活用については、「空き家バンク」への登録をお願いしているが、なかなか進 

んでいない。空家を提供するには貸す側の所有者と借りる側、両方の意向を確認する必

要があるため、難しい。 

・所有者が「空き家バンク」に登録していただければ、第三者が借りたい方に斡旋する仕

組みになっている。市が間に入って所有者と借りたい方、それぞれと連絡をとってやり

とりをするのは非常に難しいことである。 

 

 


